
成 3 度 自己評価書 作成日 日 国分寺市立 第 中 学校 校長名 重松 靖

教育目標 ○ 学び 創造                   ○健康 く く生

学校像 ○学 喜び 実感 学校                           ○ あう喜び あ 学校 ○夢を育 学校

生徒像 ○瞳輝く生徒                       ○深く考え 生徒 ○希望 満 未来を創 生徒

教師像 ○教育 対 熱意 使命感 富 教師        ○ 人 人 良 や可能性を引 出 教師 ○常 学び続 教師

努力指標 努力指標 成果指標 成果指標

中間 最終 中間 最終

収率 保護者 .   ％ 生徒 教員 ％

特 支援学 設置校

特色を最大

限 生 共生社

会 を目指 教育活

動を積極的 行う

特 支援を必要

生徒 対 寧 指

学校行 を中心

E F組 直接交流を計

画的 行

全校体制 特 支援教

育を推進

ダ シップ フォロワ シップ いう視点

生徒 充実感 成感を 問う 基準を高く

設定 成果指標 運動会や

修学旅行 遠足 校外学習 行 対 積

極的 参加 大 成果をあ 学

期 いう あ 個々 役割を自覚 主体

的 行 や委員会活動 関わ いう意識を持

十分

実行委員会 教師 黒子 徹 生徒を全面

行 や委員会活動 意義をあ 強調 生徒

主体的 関わ う 個々 役割を明確

目標を持 指 を

生徒を褒 認 伸ば 指 を 自己肯定

感を高

信

頼

さ

学

校

特色あ 教育活動を

推進 地域や 学

校 信頼 学

校を創造

地域 連携 教育

活動を推進 地域

を愛 地域 貢献

う 態度を育

国分寺調査や職場体験

地域 安心 安全を考え

会 教育活動を

充実

学区域内 学校

間接的 直接的 交流

を行う

3

78.5%

全教員 考え 議論 徳 を実践 を

目指 努力指標基準をを高く設定

教材を読 徳 脱却

授業 いを明確 う 角度 何を

考え う 工夫 改善を 必要

あ

次 度 使用 教科書等を参考

話 合い活動を積極的 取 入 指 過程を工

夫

生徒 心 大 く動く う 主発問 う い

明確

進路学習部を中心 他校 授業実践 評価 実際

等 い 情報提供を行う

総合的 学習や特

活動等 い 生徒

主体的 取 組

成感 充実感を

味わう

う

運動会 合唱コン

等 学校行 や 委員

会 係活動 い

ダ を中心 積極的 取

組 う指

4

91.7%

1

73.5%

豊

か

な

人

間

性

多く 人 あ

いを通 自 を律

他を思いや 心

や感動 心を育

特 教科 徳 を

核 教育活動全体

を通 徳的価

値を自分 理

解 う

徳 授業 自分

考えを深 学 や

プ 話 合う活動

を取 入 考え 議論

徳を実践

1

73.9%

う？ う う？ 生徒 興味 関心

を う 発問を工夫 考え や感

想をペアや４人 組 プ 共 活動を授

業 中 回 取 入 う

話 合い活動を深 広 教師 励

や 発問等を工夫

学習 いを明確

本時 目標を示

授業を展開

授業 振 返 を必 行

う

4

91.7%

3

81.1%

教員 生徒 ％以上 学習 い 示

い 回答 い 振 返 特化 授

業 学習内容を振 返 活動を く行 い

回答 生徒 ． ％ あ 示

振 返 活動 十分 い

引 続 振 返 時間を確保 自己評

価や相互評価を取 入 生徒 主体的 学習

成果を確認 う 工夫を

振 返 結果を宿題 家庭学習や 次 学習

指 を工夫

改善策

確

か

な

学

力

基礎的 知識 技能

を確実 身 付

を活用 自

考え 断 表現

力を育

生徒 主体的 学習

を 通 学 楽

わ 喜び 実

感 授業を工夫

自分 考えを 発表

友 話 合う活動

を単元 指 計画 位

置付

2

75%

4

80.1%

教科 特殊性 あ 言語活動を展開 くい教科

あ 定 成果 上 い 言え

質 量 十分 い 感 い 教員

多い 言語活動 質をあ 意図的

計画的 話 合わ 発表 求

○心豊 互いを尊重

領

域

中期目標 短期目標 具体的方策 分析コメント


